
山
梨
県
公
報
　
　
第
二
百
六
十
三
号
　
　
令
和
四
年
二
月
二
十
四
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

四
七

山
梨
県
公
報

第
二
百
六
十
三
号

令
和
四
年

二
月
二
十
四
日

木　曜　日

目

次

告

示

○
道
路
の
供
用
開
始
（
二
件
）	

四
七

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定	

四
七

選
挙
管
理
委
員
会

○
山
梨
県
選
挙
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程	

四
八

○
政
治
団
体
の
名
称
等
の
届
出	

四
八

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

甲
府
精
進
湖

線

甲
府
市
落
合
町
字
田
通
一
五
三
番
一

地
先
か
ら

甲
府
市
落
合
町
字
曽
根
一
二
〇
一
番

六
地
先
ま
で

　
　
四
九
・
八

令
和
四
年
二

月
二
十
八
日

山
梨
県
告
示
第
三
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
（
身
延
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

四
尾
連
湖
公

園
線

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
市
川
大
門
字

兎
平
七
一
九
五
番
一
地
先
か
ら

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
印
沢
字
大
崩

六
四
五
番
一
地
先
ま
で

　
一
七
五
・
五

令
和
四
年
二

月
二
十
八
日

山
梨
県
告
示
第
三
十
六
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面

は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
吉
田
支
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
四
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
番
号
一
号
か
ら
十
三
号
ま
で
の
標
柱

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
番
号
十
三
号
と
一
号
の
標
柱
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ

た
区
域

標
柱
番
号

郡
　
　
市

町
　
村

大
　
　
字

　
字

地
　
番

新
倉

－

2

一二三四五六七八九十十
一

十
二

十
三

富
士
吉
田

市同同同同同同同同同同同同

下
吉
田

同同同同新
町

下
吉
田

富
士
見

同新
町

同下
吉
田

同

尾
垂
羽
根

个
尾

同同同同三
丁
目

尾
垂
大
石

久
保

三
丁
目

同三
丁
目

同尾
垂
羽
根

个
尾

同

七
二
七
八
番
地

先
道
路
敷

同七
二
八
二
番

七
二
九
〇
番

同七
二
七
四
番
二

七
二
六
六
番
一

一
〇
一
九
番
二

七
二
五
四
番
一

一
〇
二
三
番
一

一
〇
一
九
番
一

七
二
八
三
番

七
二
八
一
番



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
百
六
十
三
号
　
　
令
和
四
年
二
月
二
十
四
日

四
八

者
」
を
「
有
し
、
か
つ
、
入
所
者
」
に
、
「
こ
と
。
」
を
「
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
収

容
」
を
「
入
所
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
　
そ
の
他
県
委
員
会
が
適
正
な
管
理
執
行
が
確
保
で
き
る
と
認
め
る
施
設

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
七
条

第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
次
の
と
お
り
あ
っ
た
。

令
和
四
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
小
　
宮
　
山
　
　
　
　
博

選
挙
管
理
委
員
会

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
規
程
第
一
号

山
梨
県
選
挙
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
小
　
宮
　
山
　
　
　
　
博

山
梨
県
選
挙
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
選
挙
事
務
取
扱
規
程
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
」
を
「
身
体
障
害
者
支
援
施

設
」
に
改
め
、
「
保
護
施
設
」
の
下
に
「
（
第
五
号
に
お
い
て
「
施
設
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同

条
第
一
号
中
「
収
容
す
る
」
を
「
入
院
さ
せ
る
た
め
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
収
容
定
員
」
を

「
入
所
定
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十

三
号
）
第
五
条
第
一
項
」
を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
十
一
項
」
に
、
「
身
体
障
害
者
更
生
施
設
、
身
体

障
害
者
療
護
施
設
、
身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
又
は
身
体
障
害
者
授
産
施
設
」
を
「
障
害
者
支
援
施
設

及
び
同
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム
の
う
ち
、
専
ら
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
を
入
所
さ
せ
る
施
設
」
に
、
「
収
容

（
」
を
「
入
所
（
」
に
、
「
有
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
身
体
障
害
者
授
産
施
設
に
つ
い
て
は
、
収
容

急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
番
号
一
号
か
ら
十
三
号
ま
で
の
標
柱

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
番
号
十
三
号
と
一
号
の
標
柱
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ

た
区
域

標
柱
番
号

郡
　
　
市

町
　
村

大
　
　
字

　
字

地
　
番

新
倉

－

2

一二三四五六七八九十十
一

十
二

十
三

富
士
吉
田

市同同同同同同同同同同同同

下
吉
田

同同同同新
町

下
吉
田

富
士
見

同新
町

同下
吉
田

同

尾
垂
羽
根

个
尾

同同同同三
丁
目

尾
垂
大
石

久
保

三
丁
目

同三
丁
目

同尾
垂
羽
根

个
尾

同

七
二
七
八
番
地

先
道
路
敷

同七
二
八
二
番

七
二
九
〇
番

同七
二
七
四
番
二

七
二
六
六
番
一

一
〇
一
九
番
二

七
二
五
四
番
一

一
〇
二
三
番
一

一
〇
一
九
番
一

七
二
八
三
番

七
二
八
一
番



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
百
六
十
三
号
　
　
令
和
四
年
二
月
二
十
四
日

四
九

　
政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出
　
政
治
団
体
設
立
届

　
そ
の
他
の
政
治
団
体

　
政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出
　
届
出
事
項
の
異
動
届

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

樋
口
孝
之
後
援
会
生
き
る
喜
び
の
会

樋

口

孝

之

蘆

沢

宏

美

甲
斐
市
玉
川
一
三
九
四

－

九

令
和
四
年
二
月
七

日

令
和
四
年
二
月
七

日

区
分

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

立
憲
民
主
党
山
梨
県
第
1
区
総

支
部

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

令
和
四
年
一
月

十
八
日

令
和
四
年
一
月

二
十
一
日

旧

甲
府
市
貢
川
本
町
七

－

二
〇

新

中
嶋
克
仁
同
志
会

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

令
和
四
年
一
月

十
八
日

令
和
四
年
一
月

二
十
一
日

旧

甲
府
市
貢
川
本
町
七

－

二
〇

新

山
梨
の
未
来
を
語
る
会

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

令
和
四
年
一
月

十
八
日

令
和
四
年
一
月

二
十
一
日

旧

甲
府
市
貢
川
本
町
七

－

二
〇

新

中
島
か
つ
ひ
と
後
援
会

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

令
和
四
年
一
月

十
八
日

令
和
四
年
一
月

二
十
五
日

旧

甲
府
市
貢
川
本
町
七

－

二
〇

新

オ
レ
ン
ジ
の
会

斉

藤

憲

二

令
和
四
年
一
月

二
十
六
日

令
和
四
年
一
月

二
十
六
日

旧

ゆ
か
ネ
ッ
ト
山
梨

田

中

謙

一

新

山
梨
県
商
工
政
治
連
盟

若

杉

成

剛

令
和
三
年
十
二

月
十
七
日

令
和
四
年
一
月

二
十
七
日

旧

秋

山

詔

樹

新

秋
山
て
る
お
後
援
会
照
友
会

丸

山

　

博

令
和
四
年
一
月

十
七
日

令
和
四
年
一
月

二
十
七
日

旧

塚

田

　

豊

新

志
村
学
を
支
援
す
る
志
学
会

志

村

　

学

令
和
三
年
十
二

月
三
十
一
日

令
和
四
年
一
月

三
十
一
日

旧

依

田

　

実

新

渡
辺
じ
ゅ
ん
や
後
援
会

渡

邊

淳

也

令
和
四
年
二
月

一
日

令
和
四
年
二
月

三
日

旧

萱

沼

俊

夫

新

正
友
会

小

林

重

雄

令
和
三
年
一
月

一
日

令
和
四
年
二
月

四
日

旧

小

林

専

秀

新

小
俣
修
後
援
会

小

俣

　

敏

令
和
三
年
六
月

八
日

令
和
四
年
二
月

七
日

旧

小

俣

　

修

新

高
見
澤
伸
光
後
援
会

北
杜
市
小
淵
沢
町
上
笹
尾
三
二
一
五

－

一
四
八

令
和
三
年
十
二

月
二
十
五
日

令
和
四
年
二
月

十
四
日

旧

北
杜
市
小
淵
沢
町
七
四
〇

－

一
　
コ
ー
ポ
小
淵
沢
二
〇
五



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
百
六
十
三
号
　
　
令
和
四
年
二
月
二
十
四
日

五
〇

　
政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
一
項
に
よ
る
届
出
　
政
治
団
体
解
散
届

　
政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出
　
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届

　
政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
に
よ
る
届
出
　
資
金
管
理
団
体
異
動
届

区
分

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

立
憲
民
主
党
山
梨
県
第
1
区
総

支
部

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

令
和
四
年
一
月

十
八
日

令
和
四
年
一
月

二
十
一
日

旧

甲
府
市
貢
川
本
町
七

－

二
〇

新

中
嶋
克
仁
同
志
会

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

令
和
四
年
一
月

十
八
日

令
和
四
年
一
月

二
十
一
日

旧

甲
府
市
貢
川
本
町
七

－

二
〇

新

山
梨
の
未
来
を
語
る
会

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

令
和
四
年
一
月

十
八
日

令
和
四
年
一
月

二
十
一
日

旧

甲
府
市
貢
川
本
町
七

－

二
〇

新

中
島
か
つ
ひ
と
後
援
会

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

令
和
四
年
一
月

十
八
日

令
和
四
年
一
月

二
十
五
日

旧

甲
府
市
貢
川
本
町
七

－

二
〇

新

オ
レ
ン
ジ
の
会

斉

藤

憲

二

令
和
四
年
一
月

二
十
六
日

令
和
四
年
一
月

二
十
六
日

旧

ゆ
か
ネ
ッ
ト
山
梨

田

中

謙

一

新

山
梨
県
商
工
政
治
連
盟

若

杉

成

剛

令
和
三
年
十
二

月
十
七
日

令
和
四
年
一
月

二
十
七
日

旧

秋

山

詔

樹

新

秋
山
て
る
お
後
援
会
照
友
会

丸

山

　

博

令
和
四
年
一
月

十
七
日

令
和
四
年
一
月

二
十
七
日

旧

塚

田

　

豊

新

志
村
学
を
支
援
す
る
志
学
会

志

村

　

学

令
和
三
年
十
二

月
三
十
一
日

令
和
四
年
一
月

三
十
一
日

旧

依

田

　

実

新

渡
辺
じ
ゅ
ん
や
後
援
会

渡

邊

淳

也

令
和
四
年
二
月

一
日

令
和
四
年
二
月

三
日

旧

萱

沼

俊

夫

新

正
友
会

小

林

重

雄

令
和
三
年
一
月

一
日

令
和
四
年
二
月

四
日

旧

小

林

専

秀

新

小
俣
修
後
援
会

小

俣

　

敏

令
和
三
年
六
月

八
日

令
和
四
年
二
月

七
日

旧

小

俣

　

修

新

高
見
澤
伸
光
後
援
会

北
杜
市
小
淵
沢
町
上
笹
尾
三
二
一
五

－

一
四
八

令
和
三
年
十
二

月
二
十
五
日

令
和
四
年
二
月

十
四
日

旧

北
杜
市
小
淵
沢
町
七
四
〇

－

一
　
コ
ー
ポ
小
淵
沢
二
〇
五

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

日
向
正
を
支
援
す
る
ひ
ま
わ
り
会

中

村

武

夫

雨

宮

　

東

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
一
六
〇
三

令
和
三
年
十
二
月

一
日

令
和
四
年
一
月
二

十
一
日

志
村
学
政
策
研
究
会

志

村

　

学

志

村

　

学

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
最
勝
寺
六
六
三

－

一

令
和
三
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
四
年
一
月
三

十
一
日

志
村
学
を
支
援
す
る
志
学
会

永

井

重

雄

志

村

　

学

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
最
勝
寺
六
六
三

－

一

令
和
三
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
四
年
一
月
三

十
一
日

た
ん
ざ
わ
和
平
後
援
会
（
和
平
会
）

丹

澤

和

平

塩

釜

　

昭

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
上
野
一
三
〇
六

令
和
三
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
四
年
二
月
二

日

飯
島
た
け
し
後
援
会

増

田

英

仁

村

松

誠

一

甲
州
市
塩
山
上
井
尻
六
五
八

令
和
三
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
四
年
二
月
七

日

小
俣
修
後
援
会

小

俣

　

敏

小

俣

　

敏

上
野
原
市
鶴
島
八
六
一

－

三

令
和
四
年
二
月
一

日

令
和
四
年
二
月
七

日

渡
辺
あ
つ
お
後
援
会

渡

辺

敦

雄

渡

辺

敦

雄

上
野
原
市
上
野
原
五
九
四

－

一

令
和
三
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
四
年
二
月
九

日

氏
　
　
名

公
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種
類
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金
管
理
団
体
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称

主
た
る
事
務
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所
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地

代
表
者
氏
名

 

資
金
管
理
団
体
で
な

 

く
な
っ
た
年
月
日

届
出
年
月
日

志
村
　
学

町
長

志
村
学
政
策
研
究
会

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
最
勝
寺
六
六
三

－

一

志

村

　

学

令
和
三
年
十
二
月
三

十
一
日

令
和
四
年
一
月
三
十

一
日

区
分

氏
　
　
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
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所
在
地

代
表
者
氏
名

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

中
嶋
克
仁

中
嶋
克
仁
同
志
会

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

令
和
四
年
一
月
十
八

日

令
和
四
年
一
月
二
十

一
日

旧

甲
府
市
貢
川
本
町
七

－

二
〇

新

市
來
伴
子

い
ち
き
伴
子
後
援
会

甲
府
市
中
央
四

－

六

－

一
四

令
和
三
年
十
二
月
十

七
日

令
和
四
年
一
月
三
十

一
日

旧

笛
吹
市
石
和
町
四
日
市
場
一
八
一
九

石
和
ニ
ュ
ー
銀
座
街
二

－

六
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分
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名

公
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種
類

資
金
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団
体
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名
称
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た
る
事
務
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所
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地

代
表
者
氏
名

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

中
嶋
克
仁

中
嶋
克
仁
同
志
会

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

令
和
四
年
一
月
十
八

日

令
和
四
年
一
月
二
十

一
日

旧

甲
府
市
貢
川
本
町
七

－

二
〇

新

市
來
伴
子

い
ち
き
伴
子
後
援
会

甲
府
市
中
央
四

－

六

－

一
四

令
和
三
年
十
二
月
十

七
日

令
和
四
年
一
月
三
十

一
日

旧

笛
吹
市
石
和
町
四
日
市
場
一
八
一
九

石
和
ニ
ュ
ー
銀
座
街
二

－
六
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